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の長期計画を策定した。久禮理事長が2014年1月に理事長

に就任したのち、「連携」「戦略」を新たなキーワードに設定

し、より透明性の高い経営を推し進め、「質」「量」ともにバラ

ンスの取れた魅力ある教育を実現することを目指して、既

に策定されていた長期計画を改訂して策定されたものが

「J-Vision22」である。この長期計画の改訂にあたり、学園が

何をしようとしているのかが学園内で理解されていないと

目標は達成できない、経営と教学の連携がなければ発展す

ることは難しい、という思いから、新たに「透明性の高い経

営」という経営方針を「J-Vision22」に含めたという。久禮理

事長は、大阪工業大学の卒業生であり、企業人として東証

一部上場企業のグループの社長を務めるとともに、常翔学

園では2010年から評議員、2011年に監事、2012年から理事

を務めた後、2014年に理事長に就任した。卒業生として、“他

の学校も発展していく中で常翔学園もプレゼンスを高めて

いかないといけない”という校友の意見も耳にするとともに、

企業出身者として、“透明性を重視し、教学と経営のバラン

スをとって運営していくことが重要である”という思いを抱

いていたという。そのことが「透明性の高い経営」と「魅力あ

る教育」という方針に集約されているのである。

久禮理事長は、教学と経営の役割について、「教育研究は

学長が考えていくこと。キャンパス整備等投資をどのよう

に進めるかが経営の役割」「学長を中心に学長、副学長に委

任する。委任して責任を果たしてもらう。その結果に対し

て支援する」と話し、教学と経営の役割分担を重視してい

る。常翔学園の15年計画である「J-Vision22」は、5年ごとの

３期に分けて、中期計画・目標を策定しており、2018年度か

ら第Ⅲ期中期計画・目標が運営されている。そこには、理事

長方針とともに、各大学・各学校の学長方針・校長方針が策

定されており、それぞれの大学の方針が、学長によって示さ

学校法人常翔学園（以下、常翔学園）は、大阪工業大学（3

キャンパス・4学部16学科・4研究科）・摂南大学（2キャンパス・

7学部13学科・6研究科）・広島国際大学（3キャンパス・8学部

10学科・4研究科・1専攻科）の3つの大学と2つの中学校・高

等学校の7つの学校を運営し、2万3000人の学生・生徒が学

ぶ大規模総合学園である。2017年4月にはJR大阪駅最寄

りの場所に地上21階・地下2階建の都市型タワーキャンパス

として大阪工業大学梅田キャンパスを新設してロボティク

ス&デザイン工学部を設置し、さらに、2020年4月には摂南

大学に農学部、広島国際大学に健康スポーツ学部・健康科

学部を設置する計画を進める等、教育内容を進化・充実させ

ていくための大胆かつスピーディな改革が行われている。

2022年に迎える創立100周年に向けた長期計画である

「J-Vision22」のもとで、複数の学校を持つ法人として透明性

の高い経営と、各学校独自の魅力ある教育改革を推進して

いる常翔学園のガバナンスの特徴を久禮哲郎理事長にうか

がった。

常翔学園は、1922年に、工業技術者の養成を目的に大阪

に開設された関西工学専修学校に淵源を持ち、1949年に新

制大学として大阪工業大学を開設し、1975年に摂南大学、

1998年に広島国際大学をそれぞれ開設して3つの大学を運

営してきた。これまで29万人の卒業生を輩出している伝統

のある大学法人である。「世のため、人のため、地域のため、

理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる

専門職業人を育成する」ことを建学の精神とし、「学生・生徒」

「保護者」「卒業生」「教職員」の四位一

体を経営理念に位置付けている。3つ

の大学は、工学系の大阪工業大学、理

工系からスタートして法学部・経済学

部・看護学部・薬学部等を設置し、農学

部を新設することで総合大学を目指

している摂南大学、保健・医療・福祉の

分野や薬学部・看護学部等を中心とする広島国際大学と、そ

れぞれ特色を持って発展してきた。2008年に名称を学校法

人常翔学園と改め、2013年には学校法人常翔啓光学園と法

人合併し、中学校から大学院までを有する総合学園として

運営されている。

複数の大学を運営する法人の責任者として久禮理事長

は、「常翔学園には大学が３校あり、１つの話ではくくれな

い。厳しい時代の中で、３大学を運営していけるのかという

議論もあった」として、法人運営の特徴を端的に話す。その

中で久禮理事長が重視していることは「透明性の高い経営」

である。「透明性の高い経営」とは、「『連携』『戦略』をキーワ

ードにした部署間（法人本部と設置各学校間、各学部と各事

務室間等）の緊密な連携・調整、一致協力の下、透明性のあ

る合意形成を目指す組織体制を進めること」と位置付けら

れており、「常翔学園創立100周年長期ビジョンJ-Vision22

（以下、J-Vision22）」を実現していく前提として、「次代の要

請に的確に応え、社会から選ばれる教育機関であり続ける

ために、『透明性の高い経営』を推し進め、『魅力ある教育』を

実現する」ことがその冒頭に明記されている（図１）。

常翔学園は、創立100周年を想定して2007年に15年計画
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「連携」「戦略」をキーワードに
透明性の高い経営と
教育改革を推進

久禮哲郎　理事長

■社会・時代の要請に応え、専門
学術の基礎と実践的応用力を身
に付けるとともに、広い視野と豊
かな人間性を涵養し、新しい知
的・技術的創造を目指す開拓者精
神にあふれた、心身ともにたくま
しい専門職業人を育成する。

◆国際社会でグローバルに活躍
できる専門職業人を輩出し、社会
から高い評価を受ける大学とし
て、関西の私立大学の中で確固
たるリーディングポジションを確
立する。

■建学の精神に則り、全人の育成
を第一義として、人間力・実践力・
統合力を養い、自らが課題を発見
し、そして解決することができる
知的専門職業人を育成する。

◆「地域で学んだ知を世界に展開
するとともに世界で学んだ知を
地域に還元する」ことができるグ
ローカル人材を育成し、持続可能
な社会の実現に貢献できる総合
大学を目指す。

■本学における教育は、命の尊厳
と豊かな人間性を基本理念とす
る。この理念に基づき、新しい時
代が求める専門的な知識と技術
の修得を進めるとともに、健康、
医療、福祉の分野において活躍
しうる職業人を育成する。

◆ともにしあわせになる学び
舎ー健康・医療・福祉の分野で高
い専門性と豊かなこころを備え
たひとを育成し、地域と社会の未
来に貢献する。
また、生涯にわたり学び続けるひ
とをサポートする。

■ ｢自主 ･自律 ｣の精神と幅広
い｢職業観｣を養い、目的意識を
持った進学の実現により、将来、
実社会で活躍できる人材を育成
する。

◆充実した進学指導とキャリア
教育で、高い学力と人間力を兼
ね備えた人材を輩出し、誰もが
入学を強く望む地域有数の進学
校となる。

■ユニバーサル社会を創造する
人間の自覚と能力を育み、社会に
貢献できる人間を育成する。

◆伝統に基づいた豊かな人間力
を育む教育と、主体性と創造力を
養成する充実した進学指導によ
り、実社会において世界の動向を
的確に捉えて活躍する人材を育
成する進学校となる。

J-Vision22

次代の要請に的確に応え、
社会から選ばれる教育機関であり続けるために、

「透明性の高い経営※ 1」を推し進め、
「魅力ある教育※ 2」を実現する。

常翔学園 創立 100 周年 長期ビジョン

経営理念
〜四位一体〜

「学生・生徒」「保護者」「卒業生」「教
職員」を一つの「家族」（絆〜きずな
〜）ととらえた経営を行うことで全
員が一丸となって多くの優秀な人材
を世の中に送り出し、社会と学園の
永続的な成長と発展を目指す。

建学の精神
世のため、人のため、地域のため、
理論に裏付けられた実践的技術をも
ち、現場で活躍できる専門職業人を
育成する。

教育理念
対人能力に優れた、現場で活躍でき
る知的専門職業人（プロフェッショ
ナル）を育成する。

※1　「連携」「戦略」をキーワードにした部署間（法人本部と設置各学校間、各学部と各事務室間等）の緊密な連絡・調整、一致協力の下、透明性のある合意形成を目指す組織体制
※2　「質」「量」ともにバランスのとれた一定規模・レベルを有する設置各学校の「強みと特色（オンリーワン、ナンバーワン）」を生かした教育改革の実践

■教育理念　 ◆将来像

特集 大学改革と新時代のガバナンス

図 1　長期ビジョン　J-Vision22常翔学園C A S E

1

長期ビジョン「J-Vision22」に
透明性の高い経営を明確化

スピード感ある経営につながる
学園内の円滑な意思疏通

大阪工業大学 摂南大学 広島国際大学 常翔学園
中学・高校

常翔啓光学園
中学・高校
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れていることにも教学と経営の分担が現れている。

しかし、学園全体の経営は、教学と経営は極めて密接な

連携のもとで進められている。理事長と各学長は1カ月に3

回、4回の面談を行い、日常的な課題を共有し、意識のすり

合わせを行うとともに、入試・就職・事故・法務等の気がかり

事項や相談事は大学だけで対応するのではなく、法人と協

力して解決していくようにしているという。また、各大学・

学校の方針をふくめた意思決定は、各大学長・学校長や法人

の部長級職員で構成される経営会議（月1〜2回開催）にお

いて審議する。テーマによっては、直接担当者から話を聞く

ためキャンパスに出向いて会議を開く等、法人全体で検討

する。そして、経営会議で協議した内容を、外部理事を含

めた理事会でさらに審議することとされている。理事会は、

理事長と5人の各学長・校長と4人の事務系職員（法人、総務・

人事、財務、事業）、外部理事として企業人・弁護士・校友ら

17名で構成されている。理事長を中心とした法人と各大学・

学校の間だけなく、各大学・学校の間でも情報・状況を共有

して連携していくことができるように、意思決定プロセスの

工夫がなされているのである。

さらに、久禮理事長は、経営の透明性を高めるために、様々

な形で、様々な階層の教職員との意見交換・懇談を行ってい

る。図２にある、３大学学長懇談会、部長級職員や女性管理

職、若手教職員懇談会等がそれにあたるものである。例えば、

事務系役員ボードフリーミーティングは、議事録を取らない

不定期の打ち合せである。これは、これまで理事や担当職員

が、個別に単体で理事長に報告し、協議する形で事案検討を

していたやり方を見直し、関係する部署の職員を理事長室に

集めて検討するようにしたものである。理事長への報告だけ

でなく、理事長がテーマを示し、関係部署を集めて議論をす

ることもあるという。個別に理事長と検討するのではなく、

声かけをして関係者を集めて話をすることで、担当部署間の

横のつながりを作ることを意図して行われている。また、女

性管理職懇談会は、企業の社長時代に行っていたものでもあ

り、女性の視点からの意見は様々な改革に参考になるもので

あったことから、導入したとされる。これらの様々な部署・階

層の教職員の意見を聞く取り組みは、正規の組織図に出てく

るものではない。しかし、このような理事長を中心としたイン

ナーコミュニケーションを通じて、学園内の意思疏通が円滑

になることが、スピード感のある経営につながるとともに、

様々な改革につながっているのである。さらに、各大学で学

部長の交替があった時には新しい学部長との懇談を行い、定

期的に学科長との懇談も開催しているという。それらの懇談

には、各大学の学長にも参加してもらい、現場からの様々な

提案や意見を学長とともに聞き、その中から実現できるもの

は実現していく。若手教職員との懇談会の実施を含め、提案

と実現の機会があることを教職員が認識していることも経営

の透明性につながっているという。

さらに、2年前から始めた「特別推進事業」の活用も、経営

の透明性を高める特徴ある取り組みである。これは、年度

初めに各大学・学校に割り当てる予算とは別に、法人に特別

予算を設定し、それぞれの大学・学校からの特色

ある提案に対して、審査に基づいて配分する学内

の競争的資金である。各大学・学校が、自らの教

育力・研究力を向上させるためのアイデアを出し、

法人の経営会議でのプレゼンと審査によって、配

分を決定する。昨年度は、12億円程度の規模で実

施された。この仕組みは、それまで予備費的に位

置付けられていた予算を、教育・研究力を高める

ために活用するために作ったものであり、年度予

算に計上しにくいが、各大学が戦略的に取り組み

たいプロジェクトや新たな取り組みのイニシャル

コストとなる初期費用をこの予算で申請してきて

いるという。例えば、大阪工業大学では女子学生を増やす

ための様々な取り組みを進めるための広報や施設整備のプ

ロジェクトがこの特別予算で進められた。そして、経営会

議において、成果の数値化を含め、毎年振り返りを行うこと

でその効果を確認している。このような新たな予算配分の

仕組みによって、各大学・学校において教育力・研究力を高

めるための議論がなされ、それが各学長・校長や部長級職員

等の法人内の役職者を構成員とする経営会議によって審査

されることで、透明性を持った予算配分が各大学・学校の教

育力・研究力を高めるための新たな取り組みへの意欲を喚

起することにつながっているのである。

久禮理事長は、３つの大学を有することの経営上の難しさ

を、「例えば、梅田キャンパスの新設のように大阪工大で大き

なプロジェクトを進めると、他の大学からは『自分の大学に予

算が回らないのではないか』と不安視されることもある」と話

すとともに、「だからこそ、将来構想を明確に描いたうえで優

先順位をつけて全体の経営を進めていく」と基本方針を示

す。経営の透明性が相互不信を防ぎ、また、長期計画の共有

と様々な意見や提案ができる開かれた機会、そして、経営会

議や理事会を通じた学園全体での意思決定が、学園の魅力

を高める新たな活力につながっているのである。

常翔学園では、教育力・研究力を高め、「選ばれる大学」と

して特色のある教育をシステムとして進めていくための、多

様な「連携」を進めている。例えば、大阪工業大学では、工

学部・知的財産学部・情報科学部があることを活かして、工

学部の学生が知的財産や情報科学等のもう一つの領域を学

ぶことで付加価値を高めていこうとしている。学部・学科と

いう単位を超えた連携による特色のある教育システムを作

ろうとしているのである。また、新たに農学部を設置予定

（2020年4月設置認可申請中）している摂南大学の枚方キャ

ンパスには、薬学部と看護学部が既にあり、大阪工業大学の

枚方キャンパスも近接する。さらに、2019年1月にはこれら

の学園内の工学・薬学・農学に加えて、医学・歯学との連携に

よる新たな取り組みを視野に入れ、隣接する大阪歯科大学

や関西医科大学とも法人連携を進めた。大阪工業大学と摂

南大学は、枚方市や産業界とともに枚方産学公連携プラッ

トホームを2018年に結成している。「単体ではできないこと

を融合教育として行っていく」とし、今後、大学を超えた地

域連携を進めるための仕組みである大学等連携推進法人制

度が制度化されれば、その活用も視野に入れているという。

大学を超えて連携し、地域の人材養成を進めていこうとし

ているのである。また、2017年に新設した大阪工業大学の

梅田キャンパスでは、ロボティクス＆デザイン工学部という

新たな学部を置くとともに、大阪商工会議所と連携して、オ

ープンイノベーション拠点となる“Xport（クロスポート）”を

立ち上げた。これは、大阪の中心市街地である梅田を産官

学民の多様な交流機会として、企業の課題解決をテーマに

した新規事業の創出を進める場とすることを意図したもの

である。大企業であっても自社で全ての課題解決を進める

ことは難しいなかで、様々な産官学民をつなげ、クロスして

いくこと、具体的には、大企業・中小企業・スタートアップ企

業等の課題や技術、大学教員が持つネットワーク、学生の

発想や行動力等を組み合わせ、デザイン思考で新たな発展

を作り出す場として位置付けられている。「2030年には大阪

の地盤沈下が予測されているが、大阪工大は梅田に進出し、

人が集まりやすいことを活かして発展させたい」と久禮理事

長は話す。大阪という地域の発展に、産官学民の連携を進

めることで取り組んでいこうとしているのである。また、梅

田キャンパスには、576席を有する音楽ホールとして「常翔

ホール」を設置し、これまで不足していた文化・芸術・音楽分

野との連携として、学校法人大阪音楽大学との間で音楽と

工学の連携も進められている。このような様々な「連携」は、

「魅力ある教育」を実現することで、地域の現場で活躍でき

る専門職業人を育てるという建学の精神を現代に具体化す

る取り組みといえるだろう。

常翔学園では、さらに教育・研究の高度化を進めるための、

働き方改革や人事制度改革にも取り組むとともに、入試制度

改革等も視野に入れた入試戦略を検討する等、様々な改革

を進めている。複数の大学・学校を運営する大規模な学園が、

理事長のリーダーシップに基づいて「透明性の高い経営」「連

携」を進めることで、スピード感のある積極的な改革が進めら

れている。このような常翔学園の取り組みは国公私立を問わ

ず多くの法人・大学のガバナンスの参考になるだろう。

（白川優治 千葉大学国際教養学部准教授）

特集 大学改革と新時代のガバナンス

図２　学校法人常翔学園の組織

理事長予算の活用による教育力・研究力の向上 大学間・地域間の「連携」を推進
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